
日本赤十字社活動資金に
ご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

　毎年５月は日本赤十字社の創立の月であり、昭和40年から5月を中心として
「赤十字会員増強運動」を全国的に展開しています。日本赤十字社の活動資金
は、国や自治体の助成等ではなく、独立した団体として、赤十字会員によって毎年
一定額を拠出していただく「会費」と一般の皆さまから寄せられる「寄付金」の
２つによって支えられています。
　お寄せいただきました活動資金につきましては国内外の災害救護活動をはじ
め、救急法等の講習・青少年赤十字の活動等に有効に活用させていただいてお
ります。本年度も日本赤十字社の活動資金募集にご理解、ご協力をお願いいた
します。

令和4年度
日赤活動資金に
ご協力いただき
ありがとうございました。

○自治会 ・・・・・・・・・・・・・・・・１１，471，693円
○個人会員 ・・・・・・・・・・・・・・・・・329，5００円
○足利赤十字病院 ・・・・・・・・・１，９27，72０円

　　　合　計　　　　　   １３，728，913円

令和5年 4月17日（月）～6月8日（木）受付期間

窓口に申請書と関係書類をお持ちください。
申請書は当会ホームページよりダウンロードが可能です。

申請方法

令和６年度より新規で立上げをする団体または、
申請時に新規開設から１年未満の団体

対象団体

１団体 ２００，０００円（立ち上げに必要な経費及び運営費）助成額

地域福祉課　地域福祉推進担当　TEL：０２８４-４４-０３22問合せ

「足利流こども食堂」
新規立上げ団体募集のお知らせ
令和６年度に『足利流こども食堂』を新規立上げする団体に、赤い羽根共同募金を活用した
助成を行います。詳細については当会ホームページをご覧ください。

『足利流こども食堂』は、“あたたかいごはん”をみんなでおなかいっぱい食べながら
地域の人とつながり、地域の中の安心できる居場所となることを目指しています。
現在、赤い羽根共同募金の助成を受け、４ヶ所で開設されています。
子ども食堂の立ち上げをお考えの方は、お気軽にご連絡ください。

令和６年度
（来年度）

「足利流こども食堂」キッチンOZの様子

足利市社会福祉協議会
マスコットキャラクター
あしのすけ

編集発行　足利市社会福祉協議会　TEL 0284（44）0322　ホームページアドレス http://www.ashikagashakyo.or.jp e-mail as-sk@watv.ne.jp
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― 令和5年度の事業と予算のあらまし ―

共に支え合い 人にやさしいまち あしかが

　本会は、社会福祉法に規定する「社会福祉を目的とする事業の企画及び実施」、「社会福祉に
関する活動への住民の参加のための援助」、「社会福祉を目的とする事業に関する調査、普及、
宣伝、連絡、調整及び助成」など、地域福祉を推進する中核的な団体です。令和5年度も、誰もが
安心して暮らすことができる福祉のまちづくりを推進するため、「第４次足利市地域福祉活動計画」
に基づき次のとおり実施します。

地域福祉の推進地域福祉の推進１
足利市及び地区社会福祉協議会等関係する機関、団体との協働により、地域福祉の推進に努めます。

● 地区社協活動への支援
● 見守り活動の推進と充実
● 安心キット事業の実施
● 各種サロン活動の推進と支援（高齢者・乳幼児・障がい児者等）
● ボランティアの人材育成、推進支援
● ボランティアスクールの開催（小学生親子・中高生）
● 災害ボランティアの育成と支援
● 各種ボランティア養成講座や福祉講座の開催
● ボランティアグループの事業への支援と助成
● 住民主体による「買い物・移動支援」事業の支援
● 「足利流こども食堂」の支援
● 共同募金配分事業
　（赤い羽根シネマ、赤い羽根障がい児者家族交流事業、赤い羽根パートナーミーティング
　  ひとり親家庭支援事業、フードバンクへの助成等）

● 日常生活自立支援事業
　（あすてらすあしかが）の実施
● 成年後見制度に関する事業
● 弁護士相談（市役所にて実施）
● 心配ごと相談（市役所にて実施）
● 生活福祉資金貸付相談
● 福祉金庫貸付相談
● フードドライブの実施
● 車いすの貸与
● ニュースポーツ器具の貸出

障がい児通所支援事業の運営障がい児通所支援事業の運営2
● こども発達支援センターぽけっとクラブあしかが
● こども発達支援センターぱれっとクラブあしかが
● 相談支援事業所なかよし

その他の事業その他の事業4
● 栃木県共同募金会足利市支会事務局として
　 共同募金事業の実施
● 日本赤十字社栃木県支部足利市地区事務局として
　 日本赤十字事業の実施
● 足利市老人クラブ連合会事務局として
　 老人クラブ事業への協力

収支予算 （単位：千円）

サービス区分

合　　　計

収入額 支出額

法人運営事業

地域福祉活動推進事業

ボランティアセンター事業

共同募金配分金事業

意思疎通支援事業

生活福祉資金貸付運営受託事業

日常生活自立支援事業

成年後見事業

福祉金庫貸付事業

足利市視覚障害者福祉ホーム

わかば保育園

しんまち保育園

泗水学園

泗水学園アフターケア事業

泗水学園児童クラブ

八幡こども館

にしこども館

こども発達支援センターぽけっとクラブあしかが

こども発達支援センターぱれっとクラブあしかが

指定特定相談支援事業・指定障害児相談支援事業

足利市総合福祉センター

133,097 
13,311 
1,174 
19,941 

0 
14,772 
10,667 
8,231 
3,600 
3,778 

122,385 
110,400 
206,983 

301 
3,243 
18,268 
17,228 
45,627 
28,083 
11,140 
7,478 

779,707

133,097 
13,311 
1,261 
19,941 
1,672 
16,060 
10,002 
8,320 
3,600 
3,778 

122,385 
110,225 
206,983 

301 
3,243 
20,167 
18,946 
45,627 
28,083 
11,140 
8,035 

786,177

福祉施設等の経営福祉施設等の経営3
［直　　営］● わかば保育園　
　　　　　 ● しんまち保育園
　　　　　 ● 足利市総合福祉センター
　　　　　 ● 足利市視覚障害者福祉ホーム
［指定管理］● 児童養護施設 泗水学園
　　　　　 ● 泗水学園児童クラブ
　　　　　 ● 児童厚生施設 足利市八幡こども館
　　　　　 ● 児童厚生施設 足利市にしこども館
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物品寄付

【法人本部】 大澤由起子 ・ (株)フレッセイ ・ 足利文化協会 ・ 白友会 ・ 小曽根せつ子 ・ 明るい社会づくり運動足利市協議会 ・ 
足利西ライオンズクラブ ・ もくもくクラブ ・ 柳川英一 ・ 匿名２件

【泗水学園】 （公財）日本缶詰びん詰レトルト食品協会 ・ 早川隆之 ・ 高岩秀峰 ・ 済生会宇都宮乳児院 ・ 小林春夫 ・ 
栃木トヨペット（株）代表取締役 荒川徹三 ・ （株）ホリモク ・（一財）日本児童養護施設財団 ・ 
ポップサーカス宇都宮公演事務局 ・（株）Daska＆Desiree ・ 匿名６件　

【しんまち保育園】 インテリア＆キルトショップれんが　　【八幡こども館】  匿名1件　　【視覚障害者福祉ホーム】 匿名1件

【わかば保育園】 市民キャビネット災害支援部会輸送部隊事務局埼玉NPOハウス ・ 熊倉稔

ご寄附、ご奉仕ありがとうございました 令和5年2月～３月  敬称略・順不同

令和4年度 歳末たすけあい募金 実績報告書
ご協力いただき、誠にありがとうございました

フードドライブのご報告

　「福祉のまちづくり募金」は、福祉教育の推進や

地域福祉活動資金など福祉のまちづくりの充実の

ために使われます。現在、市内１５ヶ所に募金箱を

設置しています。皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。

ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま す

「福祉のまちづくり募金」
● ヤマグチスーパー毛野店
● 繁食堂　　　● 東葉館
● 関田園芸　　● 加茂川
● マイヨ－ル
● あしかがフラワーパーク
● Hair Boo.M
● 小林理容所
● 足利☆愛犬ファーム
● ㈱大麦工房工場直売店
● あしかが整骨院
● ピーターパン
● にしこども館
● 総合福祉センター 

募金箱設置店舗・施設（敬称略・順不同）

● オイレス工業株式会社
● 足利友の会
● アイランド足利店

ご協力いただいた法人・団体
（敬称略・順不同）

● アキレス株式会社

令和４年度 募金総額　２２，７４２円

総合福祉センター内で実施しているフードドライブに
ご協力いただき、感謝申し上げます。

■ 準要保護世帯新入学支援金（小学校）・・・・・・・・   45名
■ 準要保護世帯新入学支援金（中学校）・・・・・・・・   86名
■ 在宅心身障がい児への支援金・・・・・・・・・・・・・・・・ 105名
■ 障がい福祉施設事業所通所者への支援金・・・ 678名
■ ひとり親家庭支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・88世帯

■ 地区社協活動への支援　　
■ 足利流こども食堂運営助成事業　
■ 災害ボランティア等講座　■ 生活困窮者小口貸付事業
■ フードバンクあしかが運営助成事業
■ おひさまマルシェ事業　　■ 「買い物ツアー」事業
■ 「買い物マルシェ」事業

戸別募金（222自治会）・・・・・・・・・・・11,633,069円
法人募金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・153,649円
街頭募金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・106,927円
その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・228,143円

　　募金総額　　　　     12,121,788円

配分先

地域福祉課　生活支援担当　TEL：０２８４-４４-0322担当

引き続き
フードドライブへの
ご理解、ご協力を
お願いいたします

令和４年度の
フードドライブご協力結果
（令和４年４月～令和５年３月まで） １，１６４．１ｋｇ

１０２件
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　この度、表記事業に関わる業務を、足利市役所健康福祉部障がい福祉課へ業務移管
することとなりました。市民の皆様にはご迷惑とならないよう、円滑に業務の引継ぎを行ってまいり
ます。なにとぞご理解を賜りますよう、お願い申し上げます。

手話通訳者設置事業及び意思疎通支援事業にかかる業務移管のお知らせ

令和５年４月１日業務移管日 足利市役所 健康福祉部 障がい福祉課（本館１階）業務移管窓口

足利市本城3-2145住　所 0284-20-2169電 話 0284-21-5404FAX

成年後見サポートセンターからのお知らせ
　足利市成年後見サポートセンターでは、成年後
見制度に関する相談や研修会を開催し、成年後
見制度が必要な方が利用しやすくなるような
サポートを行っています。
　お気軽に問合わせください。

　自分がいなくなったあとの子どもはどうなるのか、安心して地域で生
活できるのかなど「わが子の将来が不安・・・」など、今後の生活に不安を
募らせている方も多いのではないでしょうか？
　親である間にできる準備のひとつとして成年後見制度についての研修
会を開きます。（質疑の時間もあります）どうぞお気軽に参加ください！

　認知症や知的障がい・精神障がいなどに
よって判断能力が十分でない方の生活を支援
し、財産を守ることができる制度です。
　具体的には、預貯金等の財産管理や医療・福
祉サービスの利用手続き等を本人の代わりに
行ったり、詐欺や悪質商法などの被害にあうこ
とがないように守ることができます。

「成年後見制度」とは

令和5年度 成年後見制度研修会を開催します

令和5年 6月17日（土） 午前１０時～正午日　時

令和5年 7月22日（土） 午後1時～午後4時日　時

総合福祉センター３階会議室場　所 足利市在住・在学・通勤の方対　象

「被災時の生活再建について」内　容

無　料参加費 4０名（定員になり次第締切り）定　員

静岡県弁護士会 永野　海氏（弁護士/防災士）講　師

地域福祉課 地域福祉推進担当　TEL：０２８４-４４-0322　または右記ＱＲコードからお申し込み下さい。問合せ

令和５年5月8日（月）～6月30日（金） 午前１０時～午後５時まで申込み

足利市総合福祉センター３階会議室会　場

足利市内在住・在学中の
障がいのある子どもの保護者および学校関係者

対　象

一般社団法人認知症予防＆サポート研究所アンクル
代表理事　河村 俊一氏

講　師

令和5年5月1日（月）～6月2日（金）午前９時～午後5時まで
電話または右記ＱＲコードからお申し込み下さい。

申込み

０２８４-４４-５００５０２８４-４４-５００５０２８４-４４-５００５電 話

０２８４-４４-０３８２０２８４-４４-０３８２０２８４-４４-０３８２FAX

足利市成年後見
サポートセンター TEL：０２８４-４４-5005問合せ

無　料参加費 ３０名（定員になり次第締切り）定　員

　「こども発達支援センターぽけっとクラブあしかが」
では、新たに児童発達支援センターとして、保育所等訪
問支援や障がい児相談支援を実施し、関係機関と連携
を図りながら地域の中核的な役割を担っていきます。
　お子さまの発達についてのご相談がございましたら、
お問い合わせください。

こども発達支援センターぽけっとクラブあしかが
（足利市総合福祉センター内）
TEL：０２８４-４４-7288

問合せ

児童発達支援センター
開設しました

「第４回 地域で輝くふくしのチカラ大賞」
優秀賞をいただきました！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 受賞事例 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
多様な社会参加で『つながり』を取り戻す地域づくり
『～「買い物マルシェ」がつむぐ地域の和～』

地域のみなさんと
社協地域福祉推進
担当チームとの取り
組みを評価いただ
きました。

※「災害ボランティア養成講座」については令和６年１月下旬頃を予定しております。災 害市民講座の
お知らせ テーマ
市民の方を対象に、災害に関する知識や心構えについて学ぶ講座です。

よろしく お願いします
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